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札幌社保協総会

は、６月２６日

(木)18:30～ 

 菊水ビルです 

年金収入 ２人世帯後期

高齢者保険料 

収入比 軽減割合 収入比 

１２０万円 ２５，８００円 ２．１％ ７割軽減 １．８％ 

１４０万円 ２５，８００円 １．８％ ７割軽減 １．６％ 

１６０万円 ３２，５００円 ２.．０％ ７割軽減 １．４％ 

１８０万円 ６９，０００円 ３．８％ ５割軽減 ３．５％ 

２００万円 １１４，０００円 ５．７％ ２割軽減 ５．６％ 

２人世帯07年

度札幌国保料 

２２，４４０円 

２２，４４０円 

２２，４４０円 

６４，１４０円 

１１３，３２０円 

 札幌市の０７年度国保から、後期

高齢者に移行した２人世帯の保険料

を比較したものです。（夫婦共に75

歳以上で、妻の年金が120万円以下

で計算しています） 

 年金が夫婦で200万円以下の低所

得世帯は、軒並み国保料より上がっ

ています。逆に単身世帯では、国保

料より下がる傾向にあります。 

 厚生労働省は4日、後期高齢者の保険料全国調査の結果として「7割の世帯

が保険料下がった」と発表しまいた。しかし厚労省の調査は、モデル世帯を設

けて各自治体に試算させたもので、札幌市の担当者も「示されたモデルの結果

であって、全ての層や世帯の結果ではない」と述べています。 

 国保世帯の半数近くを占める法定軽減（7･5･2割軽減）世帯のほとんど

が、後期高齢者保険料になって上がるということは、影響が大きいものです。

国は都合のいい結果発表で、国民の批判をかわそうとしているのではないで

しょうか。 ↑6/2 不服審査請求の提出 

 札幌市が障がい者交通費助成制度

の「見直し」で、現行制度の利用条

件を大幅に制限しようとしているこ

とに、多くの障がい者は不安と同時

に怒りでいっぱいです。 

 「これでは病院や作業所に通えま

せん」と、今回の市の提案をやめる

ように訴えています。市議会には透析を受けている患者団体や精神障

がい者の団体など、多くの団体が陳情や請願を提出しています。 

 交通権を考える連絡協議会、障害者の生活と権利を守る道連絡協議

会も「障がい者の生活実態に見合わない今回の見直し案は一旦白紙に

戻し、障害者・事業者、関係団体も交えて再検討して下さい」と陳情

を提出しています。 

         陳情の趣旨説明 

  ６月１０日(火)13:00～ 市役所18階第2特別委員会室  

  多くの方の傍聴と激励で市への抗議を示してください。 

税金・国保料・後期高齢

者保険料など住民負担増

に対抗する学習決起集会 

  ６月１１日(水) 
   １４:００～１６:００ 

  道民医連会館 ３階会議室 

      （北区北１４西３） 

 ６.１３年金支給日、 

 国会最終日宣伝行動 
 

 全道各地で年金者組合を先頭

に、街頭・駅頭・銀行前で「後期

高齢者医療制度廃止！」の宣伝行

動を行います。 

札幌大通宣伝 

 13日(金)12:10～13:00 

  大通西3丁目 

  市内各区でも行います。 

↓5/25 市の説明会の様子 


